長光正明

米国からの紙コップ（ＨＳ4823-69-000　協定 Free）の輸入
食品衛生法上の輸入規制：食品等輸入届出書を中心に
・食品等輸入届出書の対象食品等には、添加物、器具、容器包装及び乳幼児を対象とするおもちゃが含まれること。

・輸入届出書PDF版（PDF:96KB）、届出書様式の記載方法PDF版（PDF:108KB）

・紙コップの場合、次の規格基準をクリアーしているとする下の欄の検査機関の発行する自主検査成績書があれば、規格に変更なければ、検査省略のために永久的に使用可能。これに対し、食品の場合は、かかる検査成績書は１年ごとに検査が必要。したがって、下述の「食品等輸入届出手続きの簡素化・迅速化の制度」における「輸入食品等事前確認制度」（この登録番号は、届出書の２９に記入される）は、食品の場合は検査省略のために利用する価値があるが、紙コップの場合は一度の成績書の提出で検査省略となるので、「輸入食品等事前確認制度」の利用価値はほとんどないと考える。なお、「輸入食品等事前確認制度」は、タイ国のような発展途上国の企業における泊付に利用されるケースが多いようである。（神戸検疫所：078-672-9655一之瀬さん2012/05/09）
規格基準： http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/kigu/index.html
・器具及び容器包装 [790KB] 　・おもちゃ [131KB]
	出所：厚生労働省の「輸入手続http://www.mhlw.go.jp/topics/yunyu/tetsuzuki/」より

・自主的に検査を行う場合の国内登録検査機関一覧（平成２４年４月１日現在）（Excel：108KB）

・自主的に検査を行う場合の輸出国公的検査機関一覧（平成２４年5月８日）


食品等輸入届出手続きの簡素化・迅速化の制度
	制 度
	概 要

	事前届出制度
	すべての食品等について、貨物到着予定日の７日前から届出書を受け付けており、検査の必要な物等を除き貨物到着前又は搬入後速やかに届出済証が交付されます。

	計画輸入制度
	特定の食品等を繰返し輸入する場合、初回輸入時に輸入計画を提出し審査の結果問題がなければ、一定期間は次回からの輸入の都度の届出が省略できます

	外国公的検査機関の検査結果の受入
	輸出国の公的検査機関で事前に検査を受け、その成績書が添付されている場合は、当該貨物について検疫所における当該検査が省略されます。ただし、輸送途上において変化するおそれのある項目（細菌、カビ毒等）は除きます。
（ＪＥＴＲＯのホームページの食品・添加物等の規格基準情報へhttp://www.jetro.go.jp/jpn/regulations/guidebook/index.html/） 

	同一食品等の継続的輸入
	特定の食品等を繰返し輸入する場合、初回輸入時届出書に検査成績書を添付し、審査の結果問題がなければ、一定期間は当該項目について、次回からの輸入のつどの検査が省略されます。

	輸入食品等事前確認制度
	輸入される食品等が食品衛生法に適合することを事前に確認し、当該食品等及びその製造加工業者を登録することにより、登録された食品等については、輸入時検査が一定期間省略（検査命令に係る検査及びモニタリング検査を行う食品等を除く）されるとともに、届出後速やかに届出済証が交付されます。
輸入食品等事前確認制度の実施について（平成6年3月29日 衛検第119号 各検疫所長あて厚生省生活衛生局長通知）


なお、４・５年前より、「先行見本」による封を開けずに検査に持ち込む自主検査成績書による慣例的な手続きは廃止されていて、貨物の輸入前に行う当該本貨物の自主検査による成績書を用いることとなっている。（以前、先行見本による不正があったため）　

↓

小ロットの輸入による先行輸入を実施することが肝要
